
 平 成 ２ ４ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  7 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 14 ～ 19

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、矢印のように電流が流れているとき、抵抗Ｒ２は、 (ア)

オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

図１

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒに流れる電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(３) 誘電率εの絶縁体を間に挟む、面積がＳ、間隔がｄの平行な導体板の間に生ずる静電容量は、

(ウ) に反比例する。 (５点)

① ε ② ｄ ③ ｄ ④ Ｓ ⑤ Ｓ２

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路に

角周波数がωラジアン／秒の正弦波交流電圧を加えた場合、 (エ) のとき、電流の位相は

電圧の位相より遅れる。 (５点)

１ １ １① ωＬ＞ ② ωＬ＝ ③ ωＬ＜ωＣ ωＣ ωＣ

1 １④ Ｒ＞ωＬ－ ⑤ Ｒ＜ωＬ－ωＣ ωＣ

Ｒ
Ｒ

２ Ａ４ Ａ

２ Ω

３ Ω

２８ Ｖ ４ Ｖ

１

２

図２

Ｉ

Ｖ＝５０ Ｖ

Ｒ

＝２ ΩＬ Ω＝３ＣＸ Ｘ

Ω８＝



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 正孔が多数キャリアであるｐ形半導体と、自由電子が多数キャリアであるｎ形半導体は、

いずれも真性半導体に不純物を加えて作られる。

Ｂ ｐ形半導体に含まれる不純物はドナーといわれ、ｎ形半導体に含まれる不純物はアクセプ

タといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２、図３

で示すものであるとき、コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトとなる。ただ

し、抵抗Ｒ１は１００オーム、Ｒ２は２.４キロオーム、抵抗Ｒ３は３.５キロオームとする。(４点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(３) トランジスタ回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないようにコン

デンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 高調波成分 ② 雑音成分 ③ 直流分 ④ 交流分 ⑤ 漏話信号分

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＣＣＤ ② ＤＲＡＭ ③ ＲＯＭ

④ ＣＤ－ＲＷ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタの静特性の一つである電流伝達特性は、エミッタ接地方式において、コレクタ

－エミッタ間の電圧ＶＣＥを一定に保ったときのベース電流ＩＢと (オ) との関係を示した

ものである。 (４点)

① ベース電圧ＶＢ ② コレクタ電流ＩＣ

③ エミッタ電流ＩＥ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

Ｉ

Ｖ

Ｉ

Ｒ

Ｒ
Ｒ
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図１ 図２
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Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理積は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｃ ② Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ｌ－4

(３) 図６に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び入力ｂ

に図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① １ ② Ｂ･Ｃ ③ Ｂ＋Ｃ ④ Ｂ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｌ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

図１

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １ １① ② ③ ④ ２ ⑤ ４ ⑥ １６１６ ４ ２

(３) 図２に示すように、インピーダンスがそれぞれ２８０オームと５２０オームの伝送ケーブルを

接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) である。(５点)

① －０.６ ② －０.３ ③ －０.２ ④ ０.２ ⑤ ０.３ ⑥ ０.６

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 非直線 ③ 位 相 ④ 波 形 ⑤ 減 衰

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図２

伝送方向 接続点

２８０ ５２０〔Ω〕 〔Ω〕



Ｌ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (ア) 倍以下となるように変換する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ Ｎ２Ｎ ２

(２) 双方向多重伝送方式の一つである (イ) は、上り方向・下り方向の伝送に対して時間差を

設けることにより双方向伝送を実現する方式であり、ピンポン伝送方式ともいわれる。(４点)

① ＳＤＭ ② ＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(３) 光増幅器を用いた光中継システムにおいて、光信号の増幅に伴い自然放出光の一部が増幅さ

れて発生する (ウ) は、受信端におけるＳＮ比の低下など、伝送特性劣化の要因となる。

(４点)

① ＡＳＥ雑音 ② 波長分散 ③ 暗電流 ④ 熱雑音 ⑤ ショット雑音

(４) ＷＤＭについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＷＤＭは、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、伝

送路を多重利用する方式である。

Ｂ ＤＷＤＭは、ＣＷＤＭと比較して、波長間隔を密にした多重化方式であり、一般に、長距

離及び大容量の伝送に用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) シングルモード光ファイバの伝送帯域は、主に光ファイバの構造分散と (オ) との和で

表される波長分散によって制限される。 (４点)

① 伝搬モード数 ② モード分散 ③ 屈折率 ④ 材料分散 ⑤ 偏波分散



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１は、ブロードバンドルータなどに接続して、ＩＰ電話サービスやアナログ電話サービス

が利用できるＶｏＩＰアダプタの背面の例を示したものである。図中Dの接続先について述べ

た次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 従来の固定電話に用いられていたアナログ用通信機器(電話機、ファクシミリ)

などに接続される。

② ＡＤＳＬスプリッタのＰＨＯＮＥ(又はＴＥＬ)ポートに接続される。

③ ＵＴＰケーブルを用いてＩＰ電話機に接続される。

④ ＵＴＰケーブルを用いてＡＤＳＬモデムやブロードバンドルータに接続される。

ＷＡＮポート

ＬＡＮポート

電源アダプタコード端子

電源スイッチ

アース端子

電話機ポート

電話回線ポート

図１

(２) ＩＰ電話のネットワークサービス機能などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 光アクセス回線を利用したＩＰ電話のネットワークサービスにおいては、電気通信事業者

を指定した｢００Ｘ１Ｘ２｣(Ｘ１Ｘ２は、総務大臣の指定により電気通信事業者ごとに定められる

数字)を付加する番号による発信はできない。

Ｂ 電気通信事業者の汎用サーバを用いたＩＰセントレックスは、ＰＳＴＮ(Public Switched

Telephone Networks)を介してＩＰセントレックスユーザのＩＰネットワークと電気通信事業者

のＩＰセントレックス装置間を接続する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

L
A
N

W
A
N

D
C
1
2V
O
N
/O
F
F

F
G

話
電

線
回

A

B

C

D



Ｌ－8

(３) スイッチングハブ(Ｌ２スイッチ)のフレーム転送方式のうち (ウ) 方式では、フレーム

の先頭から６４バイトまで読み取り、異常がなければ、そのフレームを転送する。この転送方

式では、速度やフレーム形式の異なるＬＡＮ相互は接続できない。 (４点)

① カットアンドスルー ② ストアアンドフォワード

③ オンザフライ ④ フラグメントフリー

(４) ＩＰ－ＰＢＸの機能などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＩＰ－ＰＢＸのコールパーク機能を使うと、自席の電話機で、通話中の相手を一時保留す

るためにフッキング操作の後にコールパーク用のアクセスコードをダイヤルし、次に、離れ

たところの別の電話機からアクセスコードと自席の内線番号をダイヤルすることにより、保

留されていた相手と再度通話できる。

Ｂ ＰＢＸ機能が組み込まれた汎用サーバを用いたＩＰ－ＰＢＸでは、アナログインタフェース

を介し、ＩＰ電話機を接続して内線電話機として使用することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの環境が図２に示す場合においては、ＳＴＡ１から

の送信データとＳＴＡ３からの送信データが衝突しても、ＳＴＡ１では衝突を検知することが

困難であるため、ＡＰは、ＳＴＡ１からの送信データが正常に受信できたときは、ＳＴＡ１に

(オ) を送信し、ＳＴＡ１は (オ) を受信することにより送信データに衝突がなかっ

たことを確認することができる。 (４点)

① ＲＴＳ(Request to Send) ② ＮＡＫ(Negative Acknowledge)

③ ＣＴＳ(Clear to Send) ④ ＡＣＫ(Acknowledgment)

図２

障害物 キャリアセンス不可

キャリアセンス可

(アクセスポイント)

ＳＴＡ１

ＳＴＡ２
ＳＴＡ３

(無線端末)

(無線端末)
(無線端末)

ＡＰ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 広域イーサネットなどについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 広域イーサネットが、ＯＳＩ参照モデルのレイヤ３の機能をデータ転送の仕組みとして使

用しているのに対して、ＩＰ－ＶＰＮはＯＳＩ参照モデルのレイヤ２の機能をデータ転送の

仕組みとして使用している。

Ｂ 広域イーサネットにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレー

ムを転送する技術である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、電気通信事業者の設備から配線された光ファイバ

の１心を分岐点において光スプリッタで分岐し、個々のユーザにドロップ光ファイバケーブル

を用いて配線する構成は、 (イ) といわれる。 (４点)

① ＳＳ ② ＡＤＳ ③ ＨＤＳＬ ④ ＰＤＳ

(３) ＡＴＭの技術などについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。(４点)

① ＡＴＭ網の通信品質は、セル損失率だけではなく、セルを受信端末に送り届けるま

でに要する時間、遅延時間の揺らぎの程度などのパラメータと併せて規定されている。

② セルヘッダのＨＥＣフィールドは、８ビットで構成され、セル破棄の優先度を示す。

③ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける物理媒体依存サブレイヤは、

ＡＴＭセル速度(有効セルの速度)を伝送速度(伝送ペイロード容量)に合わせるために、

セル流の速度整合を行う。

④ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける物理媒体依存サブレイヤで生成、

挿入された空きセルは、転送先のＡＴＭレイヤには渡されない。

(４) １０ＢＡＳＥ－Ｔなどで用いられている、デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式

のうち (エ) 符号は、図に示すように、ビット値１のときはビットの中央で信号レベルを

低レベルから高レベルへ、ビット値０のときはビットの中央で信号レベルを高レベルから低レ

ベルへ反転させる符号である。 (４点)

① ＮＲＺＩ ② ＭＬＴ－３ ③ マンチェスタ ④ ＮＲＺ

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(５) ＩＰｖ４ネットワークにおけるルータのＰＭＴＵＤなどについて述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (４点)

Ａ ＰＭＴＵＤは、発信元ホストとＩＰｖ４ネットワーク内のすべてのルータにおいてＰＭＴＵＤ

が有効に機能するよう設定されている場合、パケットの発信元から宛先までの経路上にある

パスにおいて、パケットが分割されずに転送できるＭＴＵ値を検出する仕組みである。

Ｂ ＰＭＴＵＤに用いられるＤＨＣＰのメッセージには、｢宛先到達不能｣、｢フラグメント化が

必要だがＣＬＰビットが設定されている｣などの情報が含まれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＤＮＳサーバの脆弱性を利用し、偽りのドメイン管理情報を覚え込ませることにより、特定
ぜい

のドメインに到達できないようにしたり、悪意のあるサイトに誘導したりする攻撃手法は、

一般に、ＤＮＳ (ア) といわれる。 (４点)

① キャッシュクリア ② キャッシュポイズニング

③ ラウンドロビン ④ セキュリティ拡張

(２) ホームページへの来訪者のコンピュータ画面上に、連続的に新しいウィンドウを開いたり、

電子メールのメッセージウィンドウを開いたりするなど、来訪者のコンピュータに意図しない

動作をさせるＷｅｂページは、一般に、 (イ) といわれる。 (４点)

① ガンブラー ② ブラウザクラッシャー

③ スクランブル ④ セッションハイジャック

(３) 暗号技術について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 暗号化と復号に異なる鍵を使用する方式である公開鍵暗号方式は、公開鍵と秘密鍵という

鍵のペアを使用しており、公開鍵を公開して秘密鍵を秘密に保持し、暗号文の安全性を確保

している。

Ｂ ハイブリッド暗号方式は、共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式を組み合わせた暗号方式であ

り、ＰＧＰ、ＳＳＬなどに利用されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 既知のコンピュータウイルスの特徴が収録されているウイルス定義ファイルと、検査の対象

となるファイルを比較してウイルスを検出する方式は、一般に、 (エ) といわれる。(４点)

① ヒューリスティック ② チェックサム

③ リアルタイムモニタ ④ パターンマッチング

(５) 不正プログラムの一種であるボットの感染経路について述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (４点)

① ＵＳＢメモリなどの外部メディアを介して感染する。

② 電子メールの添付ファイルを介して感染する。

③ Ｗｅｂブラウザの脆弱性を利用して感染する。

④ ハニーポットを利用して同一ＬＡＮ上のパーソナルコンピュータに感染する。
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光配線システム相互や機器との接続に使用される光ファイバや光パッチコードの接続などに

用いられる (ア) コネクタは、接合部がねじ込み式で振動に強い構造になっている。 (４点)

① ＳＴ ② ＭＴ ③ ＦＣ ④ ＭＵ

(２) １００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ配線工事を行う場合、クラス２のリピータハブのカスケード

接続は (イ) 段までとなるように、リピータハブの設置及び配線を行う必要がある。(４点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ５

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４で規定されている、光配線システムの性能試験について述べ

た次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 性能試験は、受入れ試験、安定化試験及び基準試験の三つに分類されており、このうち、

安定化試験は規格要求を満足した配線であるかを検証する試験である。

Ｂ 光ケーブルの長さについては、測定されたパラメタ(パラメータ)から計算により算出する

ことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＬＡＮ配線工事などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ カテゴリ５のＵＴＰケーブルを用いた配線工事で、パッチパネルや通信アウトレットを介

したハブから端末までの配線では、インピーダンス不整合による信号の反射損失を低減する

ため、各配線要素は同一の公称インピーダンス１００オームを持たなければならない。

Ｂ イーサネットのＬＡＮ配線工事に用いられるＵＴＰケーブルは不平衡形ケーブルであり、

２本のケーブル心線が撚り対線であるため、近端漏話などの内部雑音の影響を受けやすいが、
よ

外部からの電磁妨害雑音に対する耐性は強い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ６要素を使ったクラスＥのチャネルの場合、機器コード、パッチコード

／ジャンパ及びワークエリアコードの長さの総和が１４メートルのとき、水平ケーブルの最大

長は (オ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍ

は水平ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ８０.５ ② ８１.０ ③ ８１.５ ④ ８２.０ ⑤ ８２.５

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ

パッチコード
／ジャンパ

Ｃ = 接続点

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３:２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による不連

続点での測定波形の例を示したものであり、この測定波形の (ア) は、ダミー光ファイバ

と被測定光ファイバとのコネクタ接続点を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要

なスプライス又はコネクタは低挿入損失かつ低反射であり、被測定光ファイバにはマイクロベ

ンディングロスがないものとする。 (４点)

① Aの箇所 ② Bの箇所 ③ Cの箇所 ④ Dの箇所

(２) 光アクセスネットワークの設備構成において、大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバ

ケーブルを敷設し、集合メディア変換装置を経て各戸への配線に (イ) を使用するＶＤＳＬ

方式は、伝送距離に制限があるものの、一般に、ＡＤＳＬ方式と比較して高速のブロードバン

ドサービスを提供できる。 (４点)

① インドア光ファイバケーブル ② ＵＴＰケーブル

③ ３Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル ④ 通信用ＰＶＣ屋内線

(３) コネクタ付きＵＴＰケーブルを現場などで作製する際には、 (ウ) による伝送性能に与

える影響を最小にするため、モジュラプラグで終端することによって生ずる心線の撚り戻し長

はできるだけ短くする注意が必要である。 (４点)

① 近端漏話 ② 直流ループ抵抗 ③ 挿入損失

④ 伝搬遅延 ⑤ エイリアンクロストーク

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル




d
Ｂ

A

B

C
D

雑音レベル
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(４) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８Ｂでは、情報配線システムの工事完了時に実施するフィー

ルドテストにおいて、測定確度レベルに適合したフィールドテスタを使用して測定した実測値

が規格値に近いときは、｢測定結果は合格であるが、不合格の可能性が残っている｣又は｢測定結

果は不合格であるが、合格の可能性が残っている｣と考えられ、実測値が不確定範囲内にあり、

不合格要素を持ったリンクであることから、試験結果に (エ) を表示しなければならない

と規定されている。 (４点)

① ♯(シャープ) ② ＊(アスタリスク) ③ ±(プラスマイナス)

④ ♭(フラット) ⑤ ！ (エクスクラメーション)

(５) 施工管理に用いられる工程管理図表の特徴などについて述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (４点)

① 各作業の完了時点を１００パーセントとして横軸にその達成度をとるガント

チャートは、一般に、各作業の進行度合いはよく分かるが、工期に影響を及

ぼす作業がどれであるかは明確でない。

② 各作業の日数を横軸にとるバーチャートは、一般に、各作業の所要日数が

分かり、作業の順序も分かる。

③ 縦軸に進捗度をとり、横軸に日数をとって各作業を折れ線で示す斜線式工

程表は、グラフ式工程表又は曲線式工程表ともいわれ、各作業の計画工程と

実施工程の差異を視覚的に対比できる。

④ 時間の経過と出来高工程の上下変域を示す工程管理曲線であるバナナ曲線

は、実施工程曲線が上方許容限界曲線を超えているときは計画が適切である

ことを示している。
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備を

いう。

② 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねくすべての電気通信

事業者が提供すべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

③ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

④ 端末系伝送路設備とは、端末設備又は自営電気通信設備と接続される伝送路設備を

いう。

(２) ｢重要通信の確保｣及び｢業務の改善命令｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止することができる。

Ｂ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないと総務大臣が認める

ときは、総務大臣は電気通信事業者に対し、電気通信回線設備の使用の態様を制限するために

必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが同法の総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、

総務大臣が電気通信回線設備を利用する (ウ) の通信への妨害の発生を防止するため特に

必要があると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものと

みなす。 (４点)

① 特定の端末設備 ② 特定の自営電気通信設備

③ 他の利用者 ④ 他の電気通信事業者

(４) 総務省令で定める端末設備の接続の技術基準により確保されるべき三つの事項のうちの二つ

について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との責任の分界

が明確であるようにすること。

Ｂ 電気通信回線設備を審査する指定審査機関に迷惑を及ぼさないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業法に規定された、電気通信事業者の電気通信回線設備と端末設備との接続の検

査に従事する者は、その身分を示す (オ) を携帯し、関係人に提示しなければならない。

(４点)

① 免許証 ② 登録票 ③ 証明書 ④ 認定証
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続す

るための工事を除く。

Ｂ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以下のもの

に限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備

等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で

５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (イ) である。 (４点)

① 工事担任者資格者証を破ったことが理由で、再交付を受けることができる。

② 工事担任者資格者証を汚したことが理由で、再交付を受けることができる。

③ 工事担任者の氏名を変更したことが理由で、再交付を受けることができる。

④ 工事担任者の住所を変更したことが理由で、再交付を受けることができる。

(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ)

である。 (４点)

① 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ａである。

② デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｂである。

③ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｃである。

④ 電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字

は、Ｅである。

(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関する

(エ) を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。(４点)

① 秩 序 ② 制 度 ③ 基 盤 ④ 基 準

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その (オ) させることができる。 (４点)

① 設置工事の契約書及び完成図書を提出 ② 設備若しくは帳簿書類を検査

③ 設備の工事の方法又は運用方法を是正 ④ 事業計画及び経営状況を監査
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は電気通信回線設備との接

続において電波を使用するものをいう。

② アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

③ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、専ら

符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

④ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又はデジタル

データ伝送用設備に接続されるものをいう。

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が５０オーム以下となるように接地し
きょう

なければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この

限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流 (ウ) ボルト以上の一の

電圧で測定した値で１メガオーム以上であること。 (４点)

① １００ ② ２００ ③ ３００ ④ ４００

(４) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) で

ある。 (４点)

① 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備

から容易に切り離せるものでなければならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる

発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満

たすものでなければならない。

③ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と

の間において、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上

の、３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００ボル

ト以下の交流の場合にあっては、０.４メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければなら

ない。

④ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と

の間において、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流

の場合にあっては、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して１５分間加えたときこれ

に耐える絶縁耐力を有しなければならない。
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(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１０ミリワットに対する比をデシベルで表したものをいう。

Ｂ 評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定められる実

効的雑音電力をいい、誘導によるものを除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の接続形式を有

する (イ) に接続して電気通信事業者の交換設備の動作の開始及び終了の制御を行うため

の回路をいう。 (４点)

① 伝送設備 ② 移動電話用設備 ③ アナログ電話用設備 ④ 配線設備

(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号の高群周波数は、

(ウ) の範囲内における特定の四つの周波数が用いられている。 (４点)

① １,１００ヘルツから１,６００ヘルツまで

② １,２００ヘルツから１,７００ヘルツまで

③ １,３００ヘルツから１,８００ヘルツまで

④ １,４００ヘルツから１,９００ヘルツまで

(４) インターネットプロトコル電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢緊急通報機能｣につ

いて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、呼の設定を行うためのメッセージ又は当該

メッセージに対応するためのメッセージを送出するものであること。

② 通信を終了する場合にあっては、呼の切断、解放若しくは取消しを行うためのメッセージ

又は当該メッセージに対応するためのメッセージを送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合呼の設定を行うためのメッセージ送出終了後

１分以内に通信終了メッセージを送出するものであること。

④ インターネットプロトコル電話端末であって、通話の用に供するものは、緊急通報

を発信する機能を備えなければならない。
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(５) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣又は｢漏話減衰量｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 専用通信回線設備等端末は、電気通信回線に対して交流の電圧を加えるものであって

はならない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において交流重畳が認められる場

合にあっては、この限りでない。

② 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰

量は、１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

③ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び機械的条件の

いずれかの条件に適合するものでなければならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア)

である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

② 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体をいい、これを支持するつり

線、支線などの工作物を含む。

③ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれら

の間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表わしたもの

をいう。

④ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)の設置工事において作業の安全を確

保するために最小限必要なこれらの物の間の距離をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢線路の電圧及び通信回線の電力｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が低周波であるときは、プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、プラス

２０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルト以下でな

ければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼし、

若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する低周波とは、周波数が (ウ) ヘルツ以下の電磁

波をいう。 (４点)

① １５０ ② ２００ ③ ２５０ ④ ３００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において (エ) とは、電気通信回線に接続して

いる電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① アクセス管理者 ② セキュリティ管理者

③ 運用管理責任者 ④ ネットワーク管理者
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(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電子署名とは、電磁的記録に記録することがで

きる情報について行われる措置であって、次の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の作成に係るものであることを示すためのものであること。

(ⅱ) 当該情報について (オ) が行われていないかどうかを確認することができるものであ

ること。 (４点)

① 検 閲 ② 複 製 ③ 偽 証 ④ 改 変



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


